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こ
れ
は
数
多
い
子
守
唄
の
中
で
も
、
愛
情
深
い
名
歌
と
し
て

う
た
わ
れ
て
い
る
「
沼
津
の
子
守
唄
」
で
す
。
皆
さ
ん
の
記
憶

の
中
に
子
守
唄
は
あ
り
ま
す
か
？ 

子
守
唄
は
、
母
親
の
魂
の

唄
、
母
性
回
復
の
唄
、
平
和
の
唄
だ
そ
う
で
す
。
無
限
の
愛
情

を
受
け
生
ま
れ
て
き
た
子
ど
も
達
、
そ
の
子
ど
も
達
を
と
り
ま

く
環
境
は
時
代
と
共
に
大
き
く
変
化
し
複
雑
に
な
っ
て
い
ま

す
。 私

達
青
少
年
委
員
は
、
各
小
学
校
区
か
ら
一
名
ず
つ
、
計
十

六
名
で
青
少
年
健
全
育
成
を
目
的
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
自

然
を
生
か
し
た
自
主
事
業
（
ま
す
釣
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
・
集
ま

れ
！
お
う
め
っ
子
や
昔
遊
び
等
の
遊
び
体
験
の
実
施
、
委
員
研

修
、
ま
た
月
一
回
の
定
例
会
議
で
は
、
活
動
運
営
会
議
の
他
に

委
員
相
互
の
情
報
・
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
環
境
の
変

化
は
、
や
は
り
大
人
達
の
責
任
で
す
。
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

連
携
を
図
り
、
子
ど
も
達
に
目
を
向
け
、
必
要
な
ら
ば
手
を
さ

し
の
べ
る
、
そ
し
て
私
達
大
人
一
人
ひ
と
り
が
、
健
全
な
社
会

を
作
る
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。 

私
は
、
今
年
で
青
少
年
委
員
８
年
の
任
期
満
了
と
な
り
ま
す

が
、
子
ど
も
達
と
の
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
事
を
学
び
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
仲
間
も
得
ま
し
た
。
私
達
と
活
動
を
共
に
過
ご
し

た
子
ど
も
達
、
そ
の
「
時
」
が
、
そ
し
て
体
験
か
ら
得
た
感
動

や
発
見
が
、
こ
れ
か
ら
を
生
き
る
子
ど
も
達
の
成
長
の
糧
と
な

っ
て
く
れ
た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 



    

   
新町市民センタージュニアリーダー講習会 
               １２月１８日（土） 
 

 今回のジュニアリーダー講習会は、講師に“塩じい”

こと塩澤先生を講師にお迎えし開催しました。“塩じ

い”と私達、そして参加者みなとゲームをやりながら

リーダーとしての勉強をします。「下級生とやる時は

こうアレンジした方が良い」とか「こうやると盛り上

がるよ」等、その都度教えたり教えられたりしながら

行いました。 

 

 

午後はダンスとドッチビーです。体育館の中は子ども達の

笑顔いっぱいに盛り上がりました。 

 最後にリーダー講習終了書を渡すと、子ども達から「楽

しかった！」「学校でもぜひ試してみたい！」等の嬉しい

声をもらい、とても有意義なジュニアリーダー講習会とな

りました。 

 

 

青少年委員研修 １２月４日(土) 
 

 今年度の委員研修は「もしも」に備えての心肺蘇

生（ＣＰＲ）及びＡＥＤの使用方法を主とした『命

の尊さ講座～応急手当を学びましょう～』を受講し

ました。東京消防庁救急隊の方の講演を聞いた後、

ダミーを使った実技訓練、止血方法等を学びました。

市内（全国的にも）では、救急車が到着するまで６

～７分かかるそうです。その間の救命処置により命

が助かった方も多いとのこと、数分間の救命処置が

いかに重要かということを知りました。 

丌慮の事故には「予防策」も必要です。このような講習を定期的に多くの方に受講してほしいと

思いました。私たちが活動するうえでも大変参考なり、命の尊さ、「予防と復習の」大切さを痛感し

た一日となりました。 

 

 

 

おめでとうございます！ 
     ～青梅市優良青少年団体～ 

 

 平成２２年度青梅市優良青尐年団体として下記の団体が表彰されました。 

 

 【団体名】新町７・８・９丁目子供会 【発足】昭和４５年４月 

 【主な活動】廃品回収やお祭などの地域行事への協力 

       卒業生（中学生）がボランティアとして参加 

       ボランティアカードによる表彰制度 

 

成人式 １月１０日(月) 
 

 今年は総合体育館改装工事のため、青梅市民会館にて

二部制で式典が挙行され、青梅市では新成人１，５００

人が２０歳の門出を迎えました。晴れやかな衣装に輝く

笑顔、会場内は久し振りに会う友人との再会に歓声があ

がっていました。式典が始まるとやや緊張した顔も・・・。

来賓の方々の祝福を受け式典は無事終了しました。 

 若者にとっても何かと厳しい現在社会、しかし限りな

く無限な２０歳のエネルギーで元気に明るく乗り越え、

皆が希望に向かい幸せで価値ある人生を送ってほしいと願っております。 

 

♪♪♪もうすぐ始まるよ！「ます釣りにチャレンジ！」♪♪♪ 
   ―５月１５日予定― 
 

 子ども達に人気の「ます釣りにチャレンジ！２０１１」を５月

１５日(日)に実施する予定です。 

詳細内容や申込み方法は４月中旬に発行の「広報おうめ」に掲載

されます。子供たちに自然体験を！！！ ふるっての参加をお待

ちしています。 

 

・・・「親子ふれあい綱引き大会」は中止・・・ 
 
 ３月２０日(日)に予定されていた第９回親子ふれあい綱引き大会で「昔遊びコーナー」と「工作」

を予定していましたが、３月１１日に発生した東日本大震災のために中止となりました。参加を楽

しみにしていた子ども達も多かったので非常に残念ですが、来年度は実施されることを祈っていま

す。 
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平成２２年度後期の活動事例の紹介です。 

「みらい」への御意見・御要望をお待ちしております。 

 

〒198-8701 青梅市東青梅 1-11-1 

青梅市教育委員会社会教育課 「青尐年委員担当」まで 

氏名 担当小学校・市民センター 氏名 担当小学校・市民センター 

吉 永 尚 生 一小・青梅市民センター 島 田 睦 巳 河辺小・河辺市民センター 

吉 原 人 志 二小・長淵市民センター 吉 野 康 一 新町小・新町市民センター 

本 橋 利 晃 三小・大門市民センター 松 島 三 枝 子 霞台小・大門・新町市民センター 

平 原  直 四小・東青梅市民センター 篠 辺 浩 美 友田小・長淵市民センター 

天 野 俊 寿 五小・梅郷市民センター 潮 田 茂 男 今井小・今井市民センター 

島 田 広 之 六小・沢井市民センター 加 藤 孝 枝 若草小・河辺市民センター 

水 村 一 好 七小・小曾木市民センター 永 澤 正 弘 藤橋小・今井市民センター 

川 口  寛 成木小・成木市民センター 浜 中 成 実 吹上小・東青梅市民センター 

 

青梅市青尐年委員名簿  

～ ～ 青 尐 年 委 員 は こ ん な 活 動 を し て い ま す ～ ～  

 

 青 梅 市 青 尐 年 委 員 は 各 小 学 校 区 に 各 １ 名 選 出 さ れ た 委 員 16 名 で 構 成 さ れ 、

活 動 を し て い ま す 。  

年 間 の 活 動 予 定 （ 平 成 ２ ３ 年 度 ）  

・ます釣りにチャレンジほか（自主事業）        ・成人式への協力 

・各市民センターのジュニアキャンプ指導   

・親子ふれあい綱引き大会(昔遊びコーナーを担当)  

 その他、子供会活動・ＰＴＡ活動・各市民センターのお手伝いもしています。お気軽にお

声がけください。 

<青少年委員のつぶやき>  

 子ども達はみんな素直で、大人が忘れかけている未体験への好奇心と無限のパワーを持って物事に

挑戦します。青尐年委員は子ども達に体験の機会を提供していますが、子ども達との活動から逆に元

気をもらっています。 （あ） 

 

 今年 大台にのります…。でも 小学生とガチで何でもいけます。いや、いきます！  実年齢と精神

年齢が どんどん開いていくのが 辛いなぁ～。 （し） 

 

 青尐年委員になり、６年が過ぎようとしている。何人の子供たちと知り合い、どう見られていたの

だろう。成長した子供たちにどこかで再会する事を楽しみにもう尐し頑張ろうかな。 （な） 


